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1．緒 言

　現在繊維製品に対して各種性能向上を目的とした種々

の加工が施されている．介護用製品においては，特に抗

菌防臭加工のマークが目に付き，バイオシル加工はその

代表である．また，介護用製品はそのニーズに基づき掻

水性，あるいは反対に吸水性が要求されている．

　そこで，バイオシル加工布を基本として，他に撮水，

掻水・掻油加工剤の2種類を選び，これらの加工剤処理

による布の生理衛生学的性質（透湿性，通気性，吸湿性

吸水性，水膨潤度等）への影響を明らかにすることを試

みた．

　バイオシル加工剤の主成分の化学構造は，シリコーン

第4級アンモニウム塩であり主成分構造に掻水基〔－

N’－R（Rはアルキル基）〕があり，これが繊維表面

を覆うため1）掻水が予想される．従って，他の加工剤の

2種類は，バイオシル加工剤と同じタイプの掻水性を示

すと思われる掻水剤として代表的なシリコーン系掻水剤

（トーレシリコーンS　H8240エマルジョン）　（掻水基一

CH，が繊維表面を覆う2））及びタイプは異なるが掻水

性とともに掻油性を示すフッ素系掻水・掻油剤（テック

スガードTG130）を選んで布の加工に用いた．テック

スガードの場合は一（CF，－CF，）n－CF3基が繊維表

面に立ってならぶ3）．

タレート（PET）／綿＝65／35混紡ブロードを抗菌防

臭加工した布及び未処理布を実験用布として用いた．

表1　用いた布

布の名称 番手　　　密度
たて　よこ　　たて　よこ
　　　　　　　（本／25C“D

綿100％金巾　　50s　sos

PET／綿　〔潟／35

ブロード

142　81

2．実 験

45／2s　45／2　s　　　lOO　　　50

　シリコーン系掻水剤はトーレ・シリコーン㈱提供のトー

レ・シリコーンSH8240を，フッ素系撮水・掻油剤はダ

イキン工業㈱提供のテックスガードTG130を用いた．

各処理剤の性状は表2の通りである．

表2　処理剤の性状

トーレ・シリコーン　　　　　　辛毒鎌｛垂月弓嬢7火．掻菱1繍り

SH8240エマルジョン　　　テックスガードTG　130

2．1　供試料

東洋紡㈱提供の綿100％金巾及びポリエチレンテレフ

外観

化学的組成

有効成分

腫
pH
イオン性

希釈剤

乳白色1マルジョン

オルガノポリシロキサン

　40％

　1．0

　7．5

　ノニわ

　　水
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淡黄褐色エマルジョン

雅

謝
水
（
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　2．2　試験布の加工

　・シリコーン加工

　トーレ・シリーコンSH8240エマルジョン609を蒸溜

水で希釈した後，浴の寿命を延長させる為氷酢酸59を

添加し最後にSH22K（触媒）129を加え，さらに水を

加え全量を10009とした。すなわち処方は次の通りであ

る．

処方　SH8240エマルジョン

　　　SH22K触媒

　　　氷酢酸

　　　水

60部

12部

　5部

923部

合 十扁
誓
口

1000部

　パティングは，長さ83cm×巾38cm×深さ5cmの大きさ

のバットに処理液を移し入れ，2．1の未処理布（25cm×

25cm）を30分間浸漬した後，手回し型マングルで絞り

（絞り率　綿布：約88％　混紡布：約86％），一枚づっ

処理枠に取り付け，80℃で3分間の乾燥，150℃で2分

間の熱処理を行った．

　・テックスガード加工

　209のテックスガードTG130を蒸留水9809で希釈し

た（テックスガード2％）．この処理液中にシリコーン

加工の場合と同様の方法，条件で未処理布を浸漬した後

手回し型マングルで絞り（絞り率　綿布：約85％　混紡

布：約87％），一枚つつ処理枠に取り付け，80℃で2分

間の乾燥，150℃で3分間の熱処理を行った．

　なお，JIS　L　1042－1986のA～D法に順じ加工に

よる収縮率を求めた結果は表3の通りである．

　2．3．1．水分率　JIS　L　1096．6．9に準じ，内

径55．5mmの秤量ビンを用い，秤量ビン法により測定し％

で示した．

　2．3．2．吸水性　JIS　L　1096．6．26吸水速度の

B法（バイレック法）により測定し，吸水により水の上

昇した高さ（mm）を求め，2枚の平均値で示した．

　2．3．3．水膨潤度　遠心分離法のにより測定した．

試料に掻水性がみられる為，吸水しやすいようにポリオ

キシェチレンノニルフェニールエーテル（モル数7．5水

分率1％以下）の非イオン界面活性剤29を22の蒸溜

水で希釈し，各フラスコに200rn6ずっ分注し，各19の

試料を入れ，これを25℃の恒温水槽中に24時間浸漬した．

浸漬終了後，すぐに各試料を遠心分離用の容器⇔に入れ

3000r，m．p（重力の1000倍）で約10分間遠心分離を行い

付着水を除去した．各試料の遠心分離後の質量を秤量し，

その後105℃で2時間乾燥させ，絶乾質量を求め両者の

差と絶乾質量の比率から水膨潤度（％）を求めた．

　2．3．4．撮水性　JIS　L　1092の掻水度試験に

準じスプレー試験機で測定し，試験布のぬれた状態を比

較見本と較べて判定し，3回測定の平均値で示した．10

0が完全に掻水した場合，0が殆どぬれた場合を示す．

　2．3．5．掻油性　AATCC－118－1983に準じ，

約45°の傾斜のある試料台の上に各試料を並べ，表4中

のNa　3～7の5種類の掻油性テスト液（Na　1～8の指定

撮油性テスト液の内，今回入手できたテスト液はNa　3，

4，5，6，7）にっいて，それぞれO．1meのメスピペッ

トを用い0．OSm4ずっ滴下し30秒後も浸透しない液の最高

番号を求めた．番号が大きいほど撮油性が大きい．

表4　接油性標準テスト液

表3　各試料の加工による収縮率（％）
AATccma油性Nα テ　ス　ト液

試料 シリコーン加［［　　テックスガード加工

　たて　よこ　　　　　たて　よこ
1
9
ゐ

乾燥後

熱処理後

繍
醐
擶
混紡布

1．1　23
0．2　－0．1

1．3　　25

L3　－0。2

25　　2．5

0．5　　0．5

26　　1．7

0．4　　1．9

　2．3　吸湿性（水分率），吸水性，水膨潤度，掻水

性撞油性，透湿性，通気性の測定方法

3
4
【
」
ρ
0
7
0
0

Nujol

65：35NujOl：n－hexadecane

by　volLune＠70F（21℃）

n－hexadecane

n－tetradecane

n－dodecane

n－decane

n－octane

n－heptane

2．3．6．透湿性透湿性の実験は，JIS　L　1099
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A－2法ウォーター法に示された透湿カップ（㈱ナガノ

科学機械製作所製），容量5009，精度1mgのプリント

ァゥト式自動電子天秤（㈱ワィエムシイ製JPN－2000

W）を用い，人口気候室で行った．すなわち，JISの方

法に従って試料を取り付けた試験体を，一定の温湿度に

調整した人工気候室内に設置した天秤上に置き，この天

秤で測定される質量の信号を人工気候室外の測定室のプ

リンターで受け，一定時間（5分）ごとの質量減少量を

プリントアウトした．

　透湿カップ中の水の量は，JISに従って布の下面から

1cmまで入れるようにした．水面が布下面から1cmとい

う距離は坪内5）及び羽賀6）らの研究からも妥当と思われ

る．また，カップの内径はJIS通り7cmであるが，この

径は坪内7）の研究結果からも妥当と思われる．

　実験中は幅射熱の影響を避けるため人工気候室内の照

明は消すようにした．また，試料は透湿カップに取り付

ける前に乾燥状態から測定する温湿度条件下で24時間以

上，状態調節をした．実験に用いる透湿カップ及び蒸溜

水等も同様に測定温湿度下に置いたものを使用した．

　人工気候室の温湿度調整の精度1よ記録計上の記録か

らは温度変化は殆ど認められず，湿度は±0．5％RH程

度であった．また，空調は天井の細穴から25cm／secの

速度で調整された空気が降り，壁の一部から帰るように

なっている．このため天秤を設置する位置は帰りの空気

の通り道の影響が極めて少なく，かっ壁の影響がないと

思われる位置を選び，この位置は毎回同じにして同一環

境，無風状態での測定に近づけた．

　2．3．7，通気性　JIS　L　1096．6．27に準じフラ

ジール型通気性試験機を用いて人工気候室内で測定した．

　透湿性，通気性の測定環境条件は，20℃，20％RH，

65％RH，80％RHの3条件とし，湿度変化による環境

について比較した．

表5　布の加工が各性質に及ぼす影響

試料 吸湿性　　吸水性　　水膨潤度　　燈水性　　燈油性
（％）　　（㎜）　　（％）　　　　　　　　（M）

未処理布

　　　綿布
PET・綿混紡布

パ付シル加工布

　　　綿布
PET・綿混紡布

シ’Jコーン加工布

　　　綿布
PET・綿混紡布

テックスti－F加工布

　　　綿布
PET・綿混紡布
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3．結 果

　3．1　吸湿性（水分率）

　表5に示すように加工布と未処理布との差は，あまり

みられなかった．

　3．2　吸水性

　表5に示すように撮水，撞水・嬢油剤で加工した布に

対して全く吸水性はみられず，掻水効果が示されている，

　3．3　水膨潤度

　表5に示すようにシリコーン，テックスガード加工布

については僅かに水膨潤度の低下の傾向力『みられた．

　3．4　擾水性

　表5に示すように掻水，掻水・掻油剤で加工した布の

みに高い撞水性がみられた．

　3．5　掻油性

　表5に示すように掻水・擾油剤であるテックスガード

TG130で加工した布のみに高い掻油性がみられた．

　3．6　透湿性

（
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。
。

コ　

@
　
コ
ヘ
コ

o
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◆

　　　40　　　　　　　60　65

相対湿度（％RH）

図1　各加工布の透湿度と相対湿度の関係

未処理布

バイオシル加工布

シリコーン加工布

テックスガード加工布

測定温度20℃

　綿布

……宦c…

……｢……
……香c…

……栫c…
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PET・綿混紡布

一●一
一▲一
一■一
一◆一
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　図1に示すように透湿性は環境湿度に大きく影響され

環境相対湿度が20％RHから65％RH，80％RHと大き

くなるに従って各布の透湿度は大きく低下した．20％R

Hの環境条件では加工布と未処理布の透湿度の差が未処

理布をはさんで上下に若干広がっているが，65％RH及

び80％RHの通常の環境条件ではその差が少なく，加工

による透湿性への影響はあまりないものと考えられた．

　3．7　通気性

　図2に示すように未処理布に比較しシリコーン加工布

及びテックスガード加工布に通気性低下の傾向がみられ

た．
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　　　　図2　布の加工による通気量の変化

△○口　綿布　▲●■　PET。綿混紡布
測定環境湿度，△▲　20％RH，○●　65％RH
　　　　　　　口■　80％RH
測定温度20℃

4．考 察

　抗菌防臭加工布は企業より提供された布であり，抗菌

防臭効果は発表されている］）通りであると考える．シリ

コーン加工布はすでに述べたように良好な擾水性を示し

てしる．また，テックスガード加工布には優れた掻水・

掻油性がみられた．

　以上述べた3っの加工は繊維表面を変化させる加工で

ある．従って，繊維内部の活性基は，殆ど影響を受けて

いないと考えられる．このため，すでに述べたように，

加工によって吸湿性は殆ど変わっていない．水膨潤度に

綿のシリコーン加工布やテックスガード加工布が未処理

布に比較して僅かな低下がみられるのは，繊維表面が加

工樹脂で被覆されているため，繊維の膨らみかたが阻害

されているのかも知れない．

　吸水性は掻水性に対応して，シリコーン加工布，テッ

クスガード加工布の吸い上げ高さはOmmになっている．

バイオシル加工布は，表5に示した通り予期に反して嬢

水性が0で，吸水性が綿の加工布の場合64mfnで混紡布の

場合は59mmであった．このことは，繊維表面が疎水性で

はなく，親水性になっていることを示している．

　バイオシル加工の実用面では，用途に応じて，吸水加

工や搬水加工が併用されているようである8）．吸水加工

は，吸水加工剤の繊維への吸着によりその目的を達成し

ていることが多い9）．吸水剤の繊維表面での物理化学的

結合の程度は種々あると思われるが，溶媒の種類によっ

ては吸水剤を溶かし出すものもあると考えられる．そこ

で，溶媒として，エタノール，ベンゼン，エタノール・

ベンゼン（1：1）混合溶媒を用いて綿布及びPET・

綿混紡布のバイオシル加工布の溶媒抽出を行い，その布

について，バイレック法で水の吸い上げ高さを調べた．

綿布の場合は，それぞれの抽出処理により，42ma　28皿

45皿皿，混紡布の場合は同じ抽出処理により，Omm，15㎜，

0㎜となり，吸水しにくくなることがわかった．よって

実験に供したバイオシル加工布には吸水加工が併用され

ているのではないかと推定された．

　通気性は，すでに述べたように，加工により低下の傾

向がみられた．このことは布の通気孔が加工によりある

程度閉塞されるためではないかと考えられる．しかし，

類推されるこの程度の布の通気孔の変化は，日本におけ

る通常の温湿度条件下では，すでに述べたように，布の

透湿性にはそれほどの影響を及ぼさず，むしろ，環境湿

度の変化による影響の方が大きいことがわかった．

　以上，撮水，擾水・掻油，抗菌防臭加工により，布の

通気孔のある程度の閉塞が起こり，通気性が低下する場

合もあるが，このことは加工の技術上の問題もあると考

えられる．このように加工により布の生理衛生学的性質

の一部が低下することもあるが，介護用品として布の性

質として非常に重要と思われる吸湿性，透湿性は加工に

より殆ど影響されない．従って，介護用品に対するこれ

らの加工による生理衛生学的性質に及ぼす悪影響は少な
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いものと考えられる．

要 約

　綿布及びポリエチエンテレフタレート・綿混紡布を常

法に従ってシリコーン加工した掻水加工布テックスガー

ド加工した棲水・掻油加工布及び企業でバイオシル加工

した抗菌防臭加工布の生理衛生学的性質を調べた．加工

布の吸湿性，水膨潤性，透湿性は原布のそれと殆ど同様

であった．通気性は原布より低下する傾向がみられた．

吸水性は掻水性に対応した結果となった．これらのこと

から，介護用品に対する上述の加工にょる，布の生理衛

生学的性質に及ぼす悪影響は少ないと考えた．
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